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関 治之

Hello!! My Name is

地理空間情報のソフトウェアエンジニア
2011年、東日本大震災発生時に震災情報をみんなであつ
めるサイトに関わったことをきっかけに、市民と行政との共
創について興味を持ち、シビックテックの活動を開始した。
2013年、Code for Japan を設立。
デジタル庁プロジェクトマネージャー（非常勤）や、
東京都チーフデジタルサービスフェローなども務める

Hal Seki

2



© Code for Japan

お話するテーマ
●そもそもなぜDXが必要なのか

●DXを進める上で最も重要なこと

●シビックテックについて

●デジタル時代にあった公共サービス

●ともにつくる
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生産年齢人口減少と
高齢者増

そもそもなぜDXが必要なのか

労働力の絶対量が不足

ICT技術でやれる
ことが増える

業務効率の向上

リモートワーク
自動化
民間サービスの進化

広域連携

データ活用

自治体業務のICT活用

税収の低下
社会保障費の増加
過疎地域の増加

産業の担い手不足
自治体の業務量の増加
インフラ自体の老朽化も

ペーパーレス
クラウド活用
業務自動化

社会の変化

機会

必要な対応

民間との連携
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人が減る
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泉佐野市の人口は2040年までに約9,000人
(約9%)減少

2040年には、老年人口割合が33%(H27の9%増)に。生
産年齢人口は56.8%（H27から6%減）に

出典：泉佐野市人口ビジョン
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人が減ってもやることは増える

● 公共交通

● 高齢者対応

● 福祉

● インフラ維持管理
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総務省自治体2040 より（https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20190607/siryou8.pdf）
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https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20190607/siryou8.pdf
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第33次地方制度調査会第2回専門小委員会 デジタル庁説明資料

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/singi/chihou_seido/singi/02gyosei01_04000396.html
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https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/singi/chihou_seido/singi/02gyosei01_04000396.html
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電子政府・電子自治体からデジタル・ガバメントへ

総務省デジタル時代の地方自治のあり方に関する研究会報告書 https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/digitalage_chihojichitai/index.html（2022年3月）
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https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/kenkyu/digitalage_chihojichitai/index.html
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出典：デジタル田園都市国家構想実現会議（第１回）牧島大臣資料
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出典：デジタル田園都市国家構想実現会議（第１回）牧島大臣資料
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ICT活用のためのポイント

業務効率の向上 広域連携

データ活用 民間との連携

● リモートワーク
● 自動化
● AI活用
● クラウド活用

● 業務標準化
● 圏域での業務共通化
● 業務フローの棚卸し

● 脱ペーパー
● EBPMの推進
● データ公開・連携

● データ連携
● 自前主義からの脱却
● 外部人材の活用
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● Digital Transformation

○ Digitization とは違う。

○ デジタル前提でサービス提供のあり方を変革すること

○ 「私はITのことはわからない」は禁句！

■ ITの話というより、顧客（市民）体験を起点に考えて業

務フローを組み替える話

巷で言われている「DX」ってなんだろう？
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ある意味で、これまでは（ICTという道具を使って）効率化

すればOKだったが、これからは効率化の先まで見据えて

自分たちが変わっていくことが求められている。
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手続き起点ではなく、ユーザー（市民）起点で考える

そのために、プロセス自体を変革する力を養う必要がある

DXを進める上で最も重要なこと
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行政のあり方そのものの変革

16目先の
課題

目先の
課題

目先の
課題

目先の
課題

目先の
課題 施策としての

仕組みとシステム

無駄な仕事
システムで

出来ない手作業

パッチワーク
すぎて目標に
到達できない

複雑な運用
明確な目標がある

現状と目標の差を
なくすための
課題解決をする

課
題

課
題

課
題

課
題×
×

×

×

【×】建て増し式（従来） 【○】引越し式（今やること）→
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デジタル・トランスフォーメーションを進める上でのポイント「行政デジタル化に関する政府全体の動向と経産省の取組」 より
https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/asset/meti-dx/20190131/course01.pdf

誰のためのサービスか、既存の前提に縛られていないか、どうやったら実現可能か検討し、
様々なステークホルダーを巻き込んで実現につなげる。

「サービス構築の手法」と「組織のあり方」が両輪
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https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/asset/meti-dx/20190131/course01.pdf
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ユーザー起点で考えるために必要な思考と能力
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システム思考 デザイン思考 アジャイル力
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デザイン思考
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● 共感：市民が求めているものは何か？何に困っているのか？を共感レベルまで観察する
● 定義：解くべき課題を定義する。本当は何をしたいのか？潜在的なニーズは？
● アイデア開発：既存の枠組みを超えて、顧客の課題を解決する方法を考える
● プロトタイプ：アイデアを形にする方法を考え、仮説を検証するための試作品を作る
● テスト：実際に現場で試作品を試してみて、価値を生むものなのかをテストする

右脳的、N=1 を大事にする
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出典：「デザイン経営プロジェ
クト」レポート（特許庁）

https://www.jpo.go.jp/introduction/soshiki/document/design_keiei/report_20190404.pdf#page=18
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システム思考
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● 全体をシステムと捉え、構造的な課題を発見し、解決していく
● システム思考で状況を大まかに捉え、デザイン思考で解決するためのアプローチを創造する
● 物事を俯瞰的に見、系統的に考える
● 左脳的なアプローチで課題を解決していく

要求分析

要求定義

システム設計

製造

インテグレー
ション

リリース
妥当性確認

システム評価
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自治体DX推進の構造的課題
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ペーパーレスやRPAは手段にしかすぎない

● 自治体業務全体をシステムとして捉え、どこに対策を打つべきかを
総合的に考える→これは外注できない

● 個別の施策のみを考えても意味がない

● 個別のチャレンジは各部門で主体的に。それを実行できる環境づく
りと全体最適化はトップダウンで。

● システム投資をコストと見ずに、投資と見る

○ →費用対効果を測るためには、データが必要
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自治体DX推進の構造的課題
ハンコレス

RPAオープンデータ

外部人材登用

調達改革

三層分離の見直し

人事制度改革 シビックテック

官民連携施策

研修等の見直し

広報・公聴改革

実証環境の整備

財務制度見直し

システム共同調達

業務標準化

横串組織

システム投資
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デジタル化を推進するにはスピード感が必要

● 「早く失敗して、経験値と実感を得るこ

と」こそが価値

○複雑性のマネジメントが必要

■ 複雑性の増大

● 見えてくるものが増えると意思決定しにくく

なる

○失敗は、なかなか共有されず分からない

■「きれいに見せよう」とすることから自由になろ

う

■「失敗していいよ」は上役（究極は、首長）しか

言えない
ネガティブループを発見し、改善させる
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アジャイル力
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● デザイン思考、システム思考ともに重要なのは、反復
● 前提として、「正解は無い」「未来は予測できない」ということの理解が必要
● 正解を探すことに時間を使いすぎても、答えは見つからない
● 素早く解決策を実装し、反応を取りながら改善していくプロセスが重要

Agile：［名・形動］俊敏であるさま。機敏な。敏捷な。
(デジタル大辞泉)
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反復的、リアルである（アジャイル）
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若手職員のインプット・アウトプット不足
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今、仕事で何をしているのか？
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事務作業とコア業務

事務作業

入力や確認作業

コア業務

職員の判断・権限が必要
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入力や確認作業に時間を割かれる職員の姿
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インプット・アウトプット不足は、ヤバい

事務作業だけでは成長できない

住民対応を通じた気づき・やりがい

優秀な人材の流出・確保困難

となりの芝生は青い
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でもこれは管理職の責任じゃない

仕組みの問題です

● 業務を生み出す仕組み（法令、予算、執行体制・・・）

● OJTで育てることができなくなってきた実感

● 管理職としてのインプット・アウトプットが必要

○ 思考停止しないことが重要
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管理職の役割の変化

● アナログ時代では背中を見せる

のが一番

● デジタル時代には「事務作業」か

ら開放する方向へ。
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管理職の役割は、デジタル化時代に向けた

「着眼大局・着手小局」

着手

着眼

大局 小局

大局
総合計画・地方創生総合戦
略・DX手順書などを念頭に
できることからはじめる

小局
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● 現場がチャレンジできる環境を作る

○ 時間を作る、チームを作る、予算をつける

● チャレンジの中から、構造的な課題を見つける

○ どう測るのか？何を全体最適化すべきか？

● トップダウンで構造を改善する

○ 利害関係を調整する、指揮権を発動する

管理職のやるべきこと
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若手にどんどん経験を積んでもらう（失敗してもよい）
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「手続き」を減らし
「コミュニケーション」を増やす

手続き＝やれば結果は決まっているもの

付加価値を産まなければ、機械に任せた方がよい

そもそも、政府は申請自体をなくす方向に進んでいる

やることを減らさないと、新しい取り組みはできない

コミュニケーション＝様々な対話を通じて、付加価値を生み出す
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業務を見直すためのECRS原則

Eliminate
やめられないか？

Combine
一緒にできないか？

Rearrange
再配置できないか？

Simplify
単純化できないか？

検
討
順

そもそもなんでその作業をやっているのか？
「前からやってるから」から脱却し、やらなくて良い
ならやめてしまう

他の部署の作業と一緒にやれないか？
分業していることを一緒にできないか？
事務を集約できないか？

他の部門でやったり、順番を入れ替えることで効率化
できないか？
アウトソースできないか？

もっと簡単にならないか？入力項目を減らせないか？
ITを使って単純化できないか？

その業務は何のためにやっているのか？を考え、ゼロベースで考えてみる
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自分がやったことの

ない失敗は、部下に

させるのが怖い。

そのためにも、

みなさんもまず小局

に着手しましょう！
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DX事例：
群馬県農政課

IoTわなを低コストで自

作
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DX事例：
群馬県前橋市

福祉用のタクシーチケット

を紙からマイナンバーカ

ードに切り替え。

データ入力や確認の工数

を大幅に削減
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ITを難しく考えないために（事例）
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ICTを繰り返し作っては改善していくための

ハードルが昨今劇的に下がっています。
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行政におけるノーコードツールによるシステム内製化

https://sunabar.code4japan.org
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Kobe Tech Leaders

神戸市職員が立ち上げたICTを学ぶた

めの庁内コミュニティ。チャットで

の情報共有や研修がメインで、業務

時間内の活動として行われている。
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Kintoneを用いた業務改善
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歯科検診事業

●区役所などで実施する

歯科検診

●児童館などで実施する

歯科健康教育
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この難題に挑んだのは

定年間近のITが苦手な

歯科衛生士さんお二人

定年を前にして、

「現場が回らない！

もう何とでもなれ！」

という思いで

業務改善に応募しました
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効果

・マッチング作業時間の短縮

・転記作業の工数削減

・隙間時間の有効活用と割り込み作業の削減

・Fax送信の待ち時間削減

・ダブルチェックの工数削減（ヒューマンエラーの削減）

・事務作業のための帰庁回数の削減

・郵送コスト削減

・デジタル時代のマインドセット獲得
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“はじめは楽になる方法をデジタル戦略部が

提示してくれると軽く考えていました”

“自分たちが使いやすいものを作るには自分たちが汗

をかかないといけないということがわかりました”
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“歯科衛生士も最初はスマホは嫌がっていましたが、最

初の一歩を丁寧に伝えたら、後は全然問題なくむしろシ

フトカレンダーを楽しく見ているそうです”

“昔ながらの帳票ではなく、スマホで入力しやすく、集

計がしやすい報告書が今の時代にあるべきじゃないかと

いう考え方に変わっていきました”
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“実現は無理だろうなと思っていたことがどんどん実装さ

れていくのでついていくので必死でした”

“今までのやり方を抜本的に見直すのは本当に大変で、諦

めかけそうになりました。通常業務をやりつつ抜本的な業

務改善を行うにはそれなりの覚悟が必要だと思います”
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“DXは若くなくてもできますよ〜”
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シビックテックについて
Code for Japanの紹介とともに
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シビックテック
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CfJの行動指針
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あらゆる境界を越えていこう オープンソースなマインドでいこう ファーストペンギンには

機敏に泳ぐ翼がある

Beyond all borders Open-source minded
The first penguin,

agile flippers
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ともに考え、ともにつくる社会
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シビックテックアプローチ

公共モデルを「依存」から「共創」へ

シビックテック・エコシステム

オープンにつながり、

社会をアップデートする

要望・苦情

公共サービス

テクノロジー
データ活用

場づくり

市民 行政

社会課題

コミュニティ プロジェクト

Pictures by freepik & stories - www.freepik.com
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世界と日本国内のシビックテック
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世界と国内のシビックテックコミュニティをつなげるハブ
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いろいろなプロジェクトが生まれています
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わたしから始める、スマートシティ

© Code for Japan 64

「わたし」から始める、スマートシティ
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様々な地域で実証実験プロジェクトを実施中

市民エンゲージメントツー
ル Decidim

ウェルビーイング研究
Liveability & Wellbeing 

City Index

データ連携基盤
MoC OS
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デジタル民主主義のためのツール、Decidim

兵庫県加古川市（2020年10月〜）
日本初導入。地元高校生も含め200名が参加し、約300のコメントによりスマート
シティ構想の策定に活用。

官民問わず幅広い分野でのコミュニケーションプラットフォームとしての活用がはじまっています

兵庫県（2021年3月〜）
県ビジョン策定に向けて、将来構想試案・骨子案にそれぞれに対する意見を聴
取中
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学び直し、学び合い
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「次に備える」視点 → 自分で手を動かす・自分の言葉で話す文化を作る

Code for Japan 自治体自主勉強会
CfJ+総務省+自治体有志

兵庫県豊岡市・モグモグ会


